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Abstrac重

　　
”Kikyu（Guijiu）

「’described　in　Shinnou−honzoukyo（Shennong−bencaojing）is　generally　cons 孟dered　to　be　the　same

dnlg　as 　Hakkakuren （Bajiaol孟an ）in　the　present　market ，　and 　mainly 　derived　from　the　rhizomes 　of 　Dysosma 　ve ，　sipellis

and 　D．　pleiantha　of　Berberida  eae．　HQwever，　the　drug　Preserved　in　Sllosoin，　to　be　assumed 　as
”Guijiu”，　has　been　re −

ported　to　be　similar 　to　monocotyledon 　p蓋ants
，
　particularly　to　thc　rhizome 　of　Hosta　plants　of 　Liliaceae　in　the　intemal

structures ，　In　this　paper，　in　order 　to　further　clarify　t血e　botanica】origin　of
「’Guijiu”in　Shosoil1，　we 　compared 　its　ana −

tomica1 　cha 瓰 cteristics 　with 　those 　of 　underground 　parts　of 　two 　Hesta　species （H ．　plantaginea　and 且 v2 灘 厂’co ∫の from

Jiangsu，　Guizhou　and 　Sichuan　provinces　of　China．　As　a　result，　we 　have　demonstrated　that　the　drug”Guijiu”in　Shosoin

was 　derived　from　the　underground 　part　of 　H ．　plantaginea，

　　Key 　words 　Guijiu，　Shosojn，　Hosta　plantaginea，　Hosta　ventricosa ，　botanica】origin ，　Plant　anatomy ．

　　Abbreviations　cb，　crystal　bundle；cn，　needle　crysta1；cu，　cuticle；en ，　endodermis ；ep，　epide血 s；ex，　exodemis ；rnuc ，

mucilage 　cell ；p，　parenchyma ；　ph，　phloem ；pr，　pericycle；roh ，　root 　hair；s，　sieve　tube ；sc，
　sclereids；s1，　slit；st，　stone　cell；sta，

starch 　grain；t，　tracheids；trc，　transfUsion　cell ；　y，　vesse1 ；vbl ，　amphivasal 　concennic 　bundle；xm ，　metaxylem ；　xp ，　protQxylem；

xy ．　xylem ；　Hakkakuren （Bajiaolian，八角蓮）；Kikyu （Guijiu，鬼臼）；　Shinnou・honzoukyo （Shennong−bencaojing，神農本

草経）．

緒　 　言

　
“
鬼臼

”
は 『神農本草経』1・2）の 下品 に 初見 さ れ，「味辛

温微温、主殺蠱毒鬼症精物辟悪気不祥逐邪解百毒，
一

名

爵犀一名馬目毒公
一名九日 〔味は辛，薬性は温 も し くは

微温，蠱毒 （腹中 の 人 に 知 られ ぬ虫 の 毒），鬼症 （慢性

伝染性結核），精物 （精神的な病気） を殺 し， 悪気不祥

を辟 け， 邪を逐い
， 百毒を解す る主効があ る 。

一
名爵犀 ，

馬 目毒公，九 臼〕」 と あ る 。 ま た 『名医別録』
1・2）に は，

「有毒，療嗽嗽喉結風邪煩惑失魄妄見去 目中膚臀殺大毒

不入湯，一
名天 日

一
名解毒，生九眞山谷及寃句 二 月八月

採根 〔毒が あ る 。 歓嗽の 喉結 ， 風邪で 煩惑 し，失魄し，

妄りに 怪 し き も の を 見る を療 じ，目中の 膚臀を 去り，大

毒 を 殺 し，湯 に は 入 れ な い 。

一
名天日，解毒 。 九眞山谷

（湖北省 漢陽県西南）3）及 び寃句 （山東省荷澤県西南）

に 生 ず る 。 2 月， 8月に根を採集す る〕」 と そ の 効用 や

産地を 記 して い る 。 そ の 後，原植物の 形態や産地 に 関 し

て ，『神農本草経集注』2・4） （502〜536年）を始 め ，『新修

本草』2・5）（659年），『図経本 草』2・6） （1062年）や 明代 の

『本草綱 目』7）（1596年）な ど多 くの 本草書に記載 さ れ て

い る が，そ れ ら の 記事に よ る と，鬼臼は古 くか ら そ の 基

源 が 大変混乱 して い た生薬 の
一

っ と い え よ う。 例 えば陶

弘景 の 『神農本草経集注』4） に は 「鬼臼如射干白而 味甘

癪To 　whom 　corr 巳spondence 　should 　be　addressed．　 e−mai1 ：katsukok＠ ms ，toyama −mpu ．acjp
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温有毒，主 風邪鬼症蠱毒，九臼相連有毛者良r 名九 臼，

生山谷八月採陰乾，又似鈎吻今馬眼毒公如黄精 ， 根臼處

似馬 目而柔潤 。 鬼臼似射干朮輩有両種，出銭塘近道者味

甘上有叢毛最勝 ， 出會稽呉興者乃大味苦無叢毛不如 略乃

相似而乖異毒公 ， 今方家多用鬼臼少用毒公不知此那復頓

爾乖越也 〔鬼臼は射干 （ア ヤ メ 科 の ヒ オ ウ ギ Belarncαnd α

chinensis 　DC．の 根茎） の よ うで 白 くて 味が甘 く，性は

温 で 毒が有る。 風邪，鬼症，蠱毒を 主治す る 。 九日 が 相

連 な っ て 毛 の あ る もの が 良品で あ る。一
名九日，山谷 に

生 じ 8 月に 採取 して 陰乾す る 。 また鈎吻 （フ ジ ウ ッ ギ科

の Gelserniurn　elegans 　BENTH ．胡蔓藤の 根茎）に も似て

お り，今 の 馬 目毒公 は 黄精 （ユ リ科 の ア マ ド コ ロ 属

Polygonαtum 　spp ．の 根茎）
1
の よ う．で ，根 の 臼 の 部分 が

馬 の 目に 似 て 柔潤 で あ る。鬼臼 は射干 や 朮 （キ ク 科 の オ

ケ ラ属 Atr α ctylodes 　spp ．の 根茎）の 類 に 似て お り二 種

類あ る 。 銭塘 （浙江省杭州）附近 に 産す る もの は，味甘

く上 に 叢毛 が あ っ て 最 も勝 れ て い る 。 會稽 （浙江省紹興

県 A ・’江蘇省），呉興 （浙 江省呉興県〜江蘇省） に 産 す る

もの は，大 き くて 味 は苦 く叢毛 が な く，形態は似 て い る

が 異な っ て い る 。 毒公 と も違 っ て い る 。 今の 方家は多く

鬼臼を用 い る が毒公を用 い る の は稀で あ る 。 何故 こ の よ

う に 甚だ し く違 っ て い る の か は判 らな い 〕」．と あ る 。 ま

た 『新修本草』5） に 「此薬生深山岩石之陰，葉如蓖麻重

樓輩
…

（中略）
…

根肉皮鬚並似射干今俗用皆是射干，・及

江南別送
一

物非真者。今荊州當陽縣破州遠安縣襄州荊山

縣山中並有之極難得也 〔こ の 薬は深山岩石の 陰に生 え る 。

葉 は蓖麻 （トウ ダイ グサ科の トウ ゴマ Ricinus　communis

L ） や 重樓 （ユ リ科 の ッ ク バ ネ ソ ウ 属 P αris　spp ．の 根

茎） の 類 の よ うで ，…
（中略）

…
根 の 肉，皮 の 鬚 い ずれ

も射干 に 似 て お り，今俗間 で 用 い る もの は 多 く射干 で あ

る 。 しか し江南地方か らも別 の 物が 売出 され て くる が真

物 で は な い
。 現 に荊州 の 當陽縣 （湖北省当陽県），峽州

（破 は 誤 字） の 遠安県 （湖北省遠安県），襄州 の 荊山縣

（湖北省南潭県西） の 山中 に い ず れ もあ る が ，極 め て 得

難 い もの で あ る 。 〕」 と あ り，稀少生薬で あ っ た 。

　鬼臼 の 原植物 と して 考 え られ て い る もの は，双子葉植

物 の メ ギ 科，ユ キ ノ シ タ科 ， タ デ科 ，
シ ュ ウ カ イ ドウ科

及 び単子葉植物 の ア ヤ メ 科，ユ リ科，サ トイ モ 科な ど多

数 の 植物に及ん で い る が，現在ま で の 研究で は，メ ギ 科

の Dッsos 脱 α 属植物，主 に Dysosrnα　versipellis （HANCE ）

CHENG 　〔syn ．　 Podophyllum　versipelle 　HANcE 〕8），1）．

pleiα nth α 　（HANCE ） WOODSON 　〔syn ．　 Podophyllum

pleiα nthum 　HANcE 　8），　D．　hispida（HAo ）CHuN〕9）及 び

D ．veitchii （HEMsL ．　et　WILS．）FU　et　YING 〔syn ．　P．　veichi

HEMsL．　et　WILs．〕10）の 地下部に 由来する と い う説が一般

的 で あ る9・10）
。

　近年行わ れ た中国市場の 調査結果 に よ れ ば，鬼臼 は殆

ん ど民間薬 と して 用 い られ て お り，市場 品 の 約 59％ は

Dysosma 属植物で ，約 29％は Sinoρodophyllum 　emodi

（WALL ．　 ex　ROYLE ） YING 〔syn ．　Podophyllum　emodi

WALL ．　ex 　ROYLE〕， 約 7％は Diphylleiα　sinensis 　LI．で

あ り，そ の 他 ユ キ ノ シ タ科 の Rodgersia　sambucifolia

HEMSL ，
シ ュ ウ カ イ ド ウ 科 の Begoniα digyna　lRMSCH．

及 び B．limρrichtii　IRMSCH．の 地下部 に 由来する と報告

さ れ て い る lu2 ）
。
　 Dysosm α 属は，植物分類上 1928年以

前は Podophyllum 属と して 分類され て おり，か つ て 生

薬
“
鬼 臼

”
の 基 源 は Podoρhyllum　 emodi 　 WALL ．　 ex

RoYLE 〔現在 で は Sinopodophyllum　emodi （WALL 　 ex

ROYLE）YING〕13） と さ れ て い た 。 現在で は Dysosrna属

植物 に 由来 す る 生薬は一般に
‘「
八 角蓮

”14）と称 して い る 。

　と こ ろで ，正倉院薬物 の
‘

鬼 臼
”

で あるが，『種 々 薬帳』

に 「鬼臼十二 両 三 分　并袋」 と記載 され て は い る が，

『正倉院御物 目録』 に は名称が な く ， 亡佚 した薬物と考

え られ て い た 。 か っ て 中尾万三 15） は 「畢撥 （北53）」 の

乙瓶 中か ら鬼臼 ら し きもの を 8個選別 し，「其形状
“
射

干
”

に極め て 類似す るを以 て ，恐 く是れ本草 に記 すと こ

ろ の
“
鬼臼

”
な ら む か と考 へ らる 。

“

鬼臼
”

の 原植物に 就

て は，古 く梁 の 陶弘景時代 に 既 に 疑義を存す 。 云 々 」 と

述 べ 本草考証を行 っ て い るが ， そ の 同定は行 っ て い な い 。

藤 田路
一 16） は，第

一
次正 倉院薬物調査 に お い て ，中尾

が 選 別 した 畢撥 の 乙 瓶中か ら さ ら に 139個 の 同形 品 （合

計 147個）を 選別 し，「147個 と い う多数 が 現存 して い る

こ と，お よ び整形 を 保 っ て い る こ とな どか ら推測 す る と，

こ れ ら は 単 な る 混入品で な く， 本来は
一
括 して献納され，

何 らか の 事故 に よ っ て，他薬中に分散し た の で は な い か

と 思 わ れ る」 と述 べ ，多種 の 植物資料 （Table　I） の 地

下部と 正倉院鬼臼を外部及 び内部形態的 に 比較検討 した。

そ の結果，正倉院鬼臼の 原植物は 「単子葉植物 の ギ ボ ウ

シ 属 の イ ワ ギ ボ ウ シ Hosta 　longipes　L．　H ．　BAILEY の 根

茎 に ほ ぼ
一

致 す る もの と思 われ る 」 と し， 「畢撥 の 中か

ら選別 さ れ た 147個 の 薬物は唐代 に お け る鬼臼の 1種と

考え て お き た い 」 と結論し て い る。

　我々 は こ の点を 更 に 明 らか に す る た め，現在中国市場

で 鬼臼の 基源 と さ れ て い る 各種植物 を 比較検討 した と こ

ろ，正倉院 の 「鬼臼」 は 明 らか に 単子葉植物の 地下部で

あ り，藤田 16）の 結論 の ご とく，ギボ ウ シ 属の もの で あ っ

た。ギ ボ ウ シ 属植物 は，明 代 の 『本草綱目』
17）に 「玉 簪」

の 名で収載さ れ て お り，「其根連生，如鬼日射干生薑輩 。

有鬚毛，舊莖死則根有一日，新根生則舊根腐。亦有紫花

者，葉微狭，皆鬼臼射干之屬 〔そ の 根 は 連 な っ て 生 じ，

鬼臼，射干，生薑 などの よ うで鬚毛があり，1日茎 が枯死

す る と根 に
一

臼 が 生 じ，新根 が 生 じ る と 旧根が 腐 ち る
。
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Table　I．藤田路一t6）が 検討 した 比 較植物材料

1．メ ギ 科 （Berberidaceae）

　　 ひ 　キ キュウ

　 　 ○ 　 ハ
ッ カ ク レ ン

　 　 　 　 サ ン カ ヨ ゥ

2．サ トイ モ 科 （Araceae）

　　 ○ 　 テ ン ナ ン シ ョ ウ属

　 　 　 　 リュウ キュウ ハ ン ゲ

3，ユ キ ノ シ タ科 （Saxihagaceae）

　　 ○　　ヤ グル マ ソ ウ

4．ア ヤ メ科 （lridaceae）

○　 イ チ ハ ツ

○ 　 ヒ オ ウ ギ

　 　 ア ヤ メ

　 　 ヒ オ ウ ギ ア ヤ メ

　 　 カ キ ツ バ タ

　 　 シ ヤ ガ

　 　 ヒ メ ヒ オ ウ ギ ズ イ セ ン

5．ユ 1丿科 （Liliaceae）

○ 　 タ マ ノ カ ン ザ シ

　 　 オ オ バ ギボ ウ シ

　 　 ミ ズ ギ ボ ウ シ

　 　 イ ワ ギ ボ ウ シ

　 　 ユ キ ザ サ

Podophyllu〃 1 レersipelle 　HANCE （本種はλ 手 で き ず）

P．pleianth“m 　HANCE

疋）iphyl’eia　grayi　F．　SCHMIDT

Ar’saema 　sp，
Typhonium　divarica伽 I　DECNE、

丿〜odgersia 　pedophy〃a　A ，　GRAY

’ris 　teCtorum　MAXIM ．

Belamcanda　 chinensis 　DC ．
1厂is　n θ rt‘hinskia　LODD．
乙 setosa 　PALL．　 ex 　LINK

I．　laevi8ata　FiSCH．　et　MEY ．
孟japoni‘a 　THUNB ・

Crecosmia　crocosmtpora （NlcHo 【ふ ）N ．E．BR ．

凸「osta　ptantaginea　ASCHERS・
H ．sごeboldi 口π口 （LODD．）ENGLER
H ．lancウわ’ごα TRATr ．
H 　longipes（FR．　et　SAv ．）MATsuMuRA
∫〃 titacina ／aponica 　A．　GRAY

及 び若干 の 同属園 芸種

6．射 干 （中国土 海，東北地 区及 び日 本産生 薬）

’
：○印は 当時ま で に 「鬼臼」 に充 て られ て い た植 物

ま た紫花の もの もあ っ て 葉 が 少 し狭 い 。 い ずれ も鬼臼，

射干 の 属 の もの だ〕」 とあ り，そ の 効用 に つ い て は 「搗

汁服解一切毒下骨嗄塗癰腫 〔搗汁 を 服 す る と，一
切 の 毒

を 解 し，骨硬を 下す 。 ま た癰腫に塗る〕」 とあ る 。 また

「玉 簪處處人 家栽爲花草 〔玉簪は い た る所 の 人家 で 花

草と して 栽培 して い る〕」 と も云 っ て い る
。

『本草品彙精

要』
18｝（1503〜1505年） に は 「玉簪花」 の 名称 で 収載 さ

れ て い る 。 こ の 玉 簪 は 明 らか に マ ル バ タ マ ノ カ ン ザ シ

Hosta　plantaginea （LAM ．）ASCHERS．を指して い る 。 中

国 で の 現地調査 で は観賞用植物 と して 人家 の 庭 に 栽培さ

れ て い る が
， 野生 は 極め て 少な い

。
ギ ボ ウ シ 属植物 は 世

界に約 40種が 知 られ て い る が ， 日本原産 の 種が多 く，

中国原産 の もの は H ．plantaginea （昭和初期に 観賞用

と して 日 本 に 導 入 さ れ て い る）， ム ラ サ キ ギ ボ ウ シ

H．ventricos α （SALIsB．） STEARN及 び H ．　 ens α tα F，

MAEKAWA の 3種 の み で あ る 19）〔もう 1 種日本原産 の コ

バ ギ ボ ウ シ H ．sieboldii （PAXT．）J．　INGRAM （syn 　H ．

α lbo−m α rginata （HOOK ．）OHWI ）が 中国で 栽培さ れ て い

る 〕。 正倉院 の 「鬼臼」 は，恐 ら く遣唐使 ら に よ り中国

か ら舶運 されたもの で あるか ら，中国産 ギ ボ ウ シ属植物

と の 比較研 究 が 必要 で あ る。中国原産 の 3種 の う ち，H ．

ρ1α nt αgineaと H ．　 ventricosa の 自生地 は 浙江 ， 安徽，

江蘇，湖北省を中心 に秦嶺よ り南の 地域，H ．　ensata は

東北地区の 吉林 ， 遼寧省 の み で あ る 。 各種 の 分布地域と

本草書に記載さ れ て い る 「鬼臼」 の 産地を照 らし考 え，

本研究で は，中国産の H ．plantagine α と H ．　uentricos α

の 2 種 の 地下部を比較組織学的 に 実験 し，正倉院薬物 の

「鬼臼」 の 基源 に っ い て 再検討を行 っ た 。
2°）

実験の部

1．実験材料

1．正倉院薬物

鬼臼 ：種 々 薬帳 （27）収載薬物 （「畢撥 （北53）」 の 中か

らの 選別品）

2．比較植物

Hostα plant αginea （LAM．）AscHERs．マ ル バ タ マ ノ カ

ン ザ シ （玉簪）； 中国薬科大学薬用植物園栽培 （南京市，

1996．5），四川省峨眉山 （1997，7）， 貴州省梵嵋山 （1997．7）；

H ．ventricosa （SALIsB．）STEARN ム ラ サ キ ギ ボ ウ シ （紫

萼）；中国薬科大学薬用植物園栽培 （南京市，1996．5），

江蘇省句容県宝華山 （1997．7），四川省峨眉山 （1996．9）

n ．比較植物 の 地下 部 の 形態

1．外部形態 （Fig．1）： 根茎は不規則な連珠状或 い は

団塊状を 呈 し，長さ 2，5〜8．Ocm ，径 0．5〜1．9cm 。 先端

に 地上茎及び葉鞘 の 残基 が 付 く。 根茎上部 に は 茎 の 跡 が

あ り，円形で多少凹 み，臼状 に 見え る。 表面 に 輪節が多

く，輪節部に は 常 に 剛毛 （葉鞘 の 残基 の 厚壁組織 に よ る
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鑾攤鑿継
1
騨

繹1睚1狸麟ll馴lil胴1轟驛
1髑灘｛豐 爨1钁 讐嬲羅

Fig．　l　Underground 　pa宜 of　Hosta ρ’砌 taginea．

もの ） が 付 く 。 ひ げ 根 が 根 茎全体 に 多 く見 ら れ ，径

1．0〜1．8mm ，長 さは 8．Ocm に 達す る もの もあ る 。 ひ げ

根の
一部 の 表面 に は，柔毛状に見え る根毛 が 密生す る 。

表面 は灰褐色 か ら黄褐色を 呈 す。 質 は 堅 く，断面 は白色

で，味は甘い 。 比較 し た 2種 の 地下部 は外部形 態的な 差

異が 認 め られなか っ た Q

2．内部形態

A ，H ．　plantaginea（Fig．2−A ）

　根茎 （Al．3，5）：不整中心柱で ，典型的な 単子葉植物 の

根茎 の 内部構造を持っ
。 表皮は 1層 の 表皮細胞か らな り，

細胞 は長径 25〜63μm ，短径 17〜22μm ，表面 は薄い ク

チ ク ラ で 覆わ れ る 。 皮層 は厚く ， 根茎の半径 の 約 1／3を

占め て お り，柔細胞か らな る 。
シ ュ ウ 酸 カ ル シ ウ ム の 柱

状晶が 束状 を な し，皮層 の 柔細胞中 に 多数存在す る 。 結

晶は径 2．5〜10μ m ，長 さ 191μm に達す る もの もあ る 。

葉跡と根跡の 維管束 が 常 に 認 め られ る 。 葉跡 の 維管束 は

並立型 で ，内皮が部分的に存在し，師部及び木部 の 外側

に木化す る厚壁細胞が存在す る。葉跡及 び根跡 の 維管束

が 少な い 部位 に は 常 に 径 60〜175μm の 大型 の 粘液細胞

が 認 め られ る 。 内皮 は 1層 ， 部分的に 2層 で ，U字型 に

肥厚 した厚壁細胞か らな り，木化ま た は や や コ ル ク 化 し，

解離像で は多角形 を 呈す る （A5。）。 中心柱 で は ， 内皮に

隣接 して 1 〜2 層 の 柔細胞層が認め られ，そ の 内側 に 半

円形 を 呈す る 並立維管束 が 存在す る 。 中心 柱 の 基本組織

A1
＿ 叩

A3
匸

nCh

5

ε
5P

帥
9c

 

由

A，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 幽

Fig．2The 　rhizomes 　and 　roots 　of 　Hosta　p’anta8inea （A ）and 　H ．　vent 厂icosa （B）．
　A1．3： Transec直on 　of　rhizome （1：diagram，2： epidermis 　and 　vascular 　bundles　near 　endodemis ，3： avascu 監ar　bundle　of　leaf　trace ），　A4 ：Transcction

　of　petiole　at 　the　base，　A5 ；Isola1ed　dements　of　rhizome （a：sclerified　endodermal 　cell ，　b：pi皿ed 　and 　spiral　tracheids，　c：stone 　cell　of 　central 　cylinder ），
　A6 ，B6，A7 ，B7 ：Diagram （6）and 　details（7）of 　l窟 msection 　of　mots ．
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中 に 散在す る維管束は外木包囲型で 円形或 い は楕円形を

呈す る。木部 は 木化 した仮道 管か ら な り，解離像 （A5b）

で は，や や 分枝す る 。 径 38μm に 達 す る大型 の 仮道管

は主に孔紋，小型 の もの は 孔紋または螺旋紋 で ある 。

一

部 の 維管束は，そ の 中心側に黄色を呈す る石細胞群 を伴

い
， 細胞 は 厚壁木化 し，解離像 （A5c） で は多角形ま た

は 棒状 を呈 する。中心柱 の 柔細胞中に も柱状晶が常に 認

め られ る 。 横断面とともに 縦断面を観察す る と，根跡 の

並立維管束は 内皮の内側か ら皮層 へ 突出 し，次第 に 環状

に 集合 して ，根の 放射中心柱の 原生木部と師部 を形成す

る 。 そ の 中心部分 の 柔細胞 は漸次厚壁化す る 。

一方，石

細胞群を伴 う外木包囲維管束 は，皮層 へ 斜走 して 葉跡を

形成 し （A3），そ の 石細胞 は 漸次細 長 い 厚壁細胞 に 変わ

り，葉柄中で は木部及 び師部の 外側の 厚壁細胞群を形成

す る （A の。 こ れ らの 厚壁細胞群が 根i茎の 表面 に 存在す

る葉鞘残基 の 剛毛 を 形成す る 。

　根 （A6．7）：
一

次組織か らな る 。 表皮 の 大部分 が 存在 し，

コ ル ク層 も
一

部認 め られ，常 に 根毛 が 見 られ る。外皮 は

1層 の 厚壁柔細胞か らな り，表皮と外皮 の 細胞は ともに

やや コ ル ク化 す る 。 皮層 は根の半径の約 2／3 を 占め，外

皮と隣接す る 1 層 の 柔細胞 に 時 に 澱粉粒 が 見 ら れ る 。 皮

層の 外側部分に 大型 の 粘液細胞が多数散在 し，細胞 は 円

形或 い は楕円形，径 40〜140μm ，針状晶を含 み，結晶

の 長 さは 約 40μm で あ る 。 粘液細胞と隣接す る柔細胞中

に は柱状晶 が 多 く認 め られ ，柱状晶 の 径は 2．5〜5μm 。

内皮 は 1層 で U字肥厚 し木化 し た厚壁細胞か ら な り，解

離像で は長方形を呈 し， 径は 15〜22μm 。 中心柱 は多原

型で ，径は 572〜710μln 。 内鞘は 1 〜 2層の 柔細胞層か

ら な る 。 原生木部及 び 師部 の 数は，根の 中部 と基部 で は

ほ ぼ 同数 で 17〜20個，先端部 で は やや減 る 。 木部は木

化 し，仮道管，道管及 び木部繊維 か らな る。原生木部 は

数個の 孔紋或い は螺旋紋仮道管 か らな り， そ の 内側 に

1〜 2個の後生木部の大型の 道管が存在す る 。 道管 は 孔

紋 ま た は 階紋 で ，先端 に 階紋穿孔 を有 し，最大径は45〜

68μm ，長 さは 1800μm に 達 す る もの もあ る 。 木部繊維

は径 10〜23μm ，長さ 450〜2050μm 。

B．H ．　ventricos α （Fig．2−B）

　根茎 の 内部構造は H ．plant αgineα と よ く似て い る 。

根の 基本的な構造 も H ．plant αgineα と似て い る が ，皮

層中の 粘液細胞 は 小 さ く，径 は 54〜89μm ，針状晶 と柱

状晶 は ともに稀 で あ る 。 中心柱 は 小 さ く，径 は 418〜

525μ m ，原生 木部と師部 の 数は 10〜12個，道 管 の 最大

径は 39〜45μ m で あ る点で H ．plant αgineα の根と異な

る 。

皿 ．正倉院薬物
”
鬼臼

t’
の 形態及び原植物 （Figs．　3，

4）

　
“
鬼臼

”

と想定 された正倉院薬物 は外部形態 的 に ギ ボ

ウ シ （Hostα）属植物 の 地下部 と よ く似 て い る （Fig．3）。

根茎 の 内部構造は比較植物 2種の構造と合致 して い た 。

しか し，根 で は ，皮層中に 大型 の 粘液細胞及 び針状晶 ま

た は 柱状晶か らな る束晶が 多 く認 め られ ，放射中心柱 の

原生木部と師部 の 数は 17〜18個で あ り，H ．　ptαnt αginea
の 内部構造と 合致し た （Fig．4）。 た だ し1200年余も経 っ

て 十分乾燥 され た 故 か ，根 の 皮層中に は多くの 裂隙が 認

め られた。こ れ らの 観察結果 か ら，正倉院薬物 の
“

鬼臼
”

は H ．plαntαgineaの 地下部 に 由来 し た もの で あ る と判

断さ れ た 。

結論及び考察

1 ．中国 産 ギ ボ ウ シ 属 植物 Hosta　pZantαginea と H ．

ventricos α の 地下部を比較組織学的に検討 した と こ ろ ，

2 種 は 根茎 に お い て 極め て 類似す る 内部構造を持 っ て い

た が，根 に お い て ，皮層 の 外側部分 に 散在す る 粘液細胞

の 大 き さ，針状晶ま た は柱状晶か らな る束晶 の 量，放射

中心 柱の 原生木部と師部 の 数な ど に よ り組織学的 に 区別

可能 で あ っ た 。

2．「鬼 臼」 と想定 され た正倉院薬物は，そ の 根茎及 び

根の 内部構造 か ら明 らか に ユ リ科植 物 H ．plα nt αginea

の 地下部 に 由来 した もの で あ る こ とが判明 した。

3．「鬼臼」 は古 くか ら基源の 混乱 して い る生薬 で あ る

が，陶弘景 に よ る と 4），そ の 正条品と して か っ て 2種類

が存在 した こ と が 窺 え る。 則 ち，「銭塘産の もの は味が

甘 く，上 に 叢毛 が あ り，質 が 最 も勝 る」 と 記 され た
“
良

品
”

と，「会稽と呉興産 の もの は よ り大 き く， 味が 苦 く，

叢毛が 無 く，形態 の 異な る もの で あ る」 と記 さ れ た
“
次

品
”

で あ る 。 鬼臼 に 関 して は，「新修本草』5）及 び そ れ 以

Fig．3 ”
Kikyu （Guijiu）

鬮，
　in　Shosoin．
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Fig．4The 　rhizome 　and 　root 　of 　Ki1（yu （G 呵iu）in　Shosoin，
　Al ，2 ； Diagram（1）a皿d　details（2）of 　transectien　of 　rh孟zome ，　B　1，2 ：Diagram（Dand　details（2）of 　transection　of 　root ，　C 且．6 ：Isolated　elements 　of

　 root （1−3）and 　rhizome （4・6）（1：pitted　vessel ，2：Endodermal　cell，3： sclerenchyma 　ccll ，4 ： tracheid ，5； sclerified　endodeTmal 　cell，6； stene 　cell　of

　 central　cylinder ）．

Fig，5The 　Drawings 　of
”Kikyu（Guijiu）

”in”Jingshi−zhenglei −

　daguanbencao（経 史証 類大観 本草）
”．

降の諸本草 に ，原植物 の 形態，産地などが追記 され て い

る が，そ れ らの 記載文及 び 「舒州 鬼臼」 （Fig．5）な ど

の 附図 か ら，鬼臼 は確 か に ， 現在 「八角蓮」 の 名 で 用 い

られ て い る メ ギ科の Dysosnzα　N 植物の 地下部 に 由来す

る と考証 さ れ る 。 しか し，本属植物 に 由来す る生薬 は味

が苦 く，か っ 叢毛 が な い 点か ら，陶氏が言 う鬼臼の
“
次

品
”

に 当 る と考 え られるが，
“
良品

”
に っ い て は 全 く不明

で あ る 。 要す る に 『本草経集注 』4）に 記 載 さ れ た 2種類

の 鬼臼 は，唐代 ご ろ か ら た だ 1 種が 用 い続けられ，現在

まで 残 され て きた もの と考え られ る 。

一方，本研究で 正

倉院薬物 の 「鬼臼 」 の 原植物 と 同定 さ れ た ユ リ科植物

H ．plα ntaginea ，中国名 「玉 簪」 は，地下部 の 性状が

Dysosma 属植物 の そ れ と極 め て 相似 して お り，か っ 味

が 甘 くて 表面 に 叢毛 （剛毛）があ り ， 植物 の 分布地域 も

陶氏 の い う鬼臼 の
“
良品

”
と よ く合致して い る 。 「玉簪」

は 『本草綱目』　17）に 初見 さ れ，李時珍及 び 『本草品彙精

要』18＞（「玉簪花」）の 記載か らそ の 原植物は 明 らか に H ．

plantagine α で あ る と判断さ れ，現在 で は民間薬 と して

用 い ら れ て い る 。

2D 「玉 簪」 の 生薬 の 形態 に っ い て は李

時珍 は 「根 （根茎） は連生 し，鬼臼，射干 ， 生姜の如 く，

髭毛を 有 し，……
鬼臼，射干 に 属す る もの だ 」 と述べ ，

鬼臼 と は 植物基源的に 関連が あ る こ と を 示唆して い る。

また薬効 の 面 で も 「玉簪」 は，解毒作用 を持ち，瘰癧，

吐血 の 治療薬 として 使用 さ れ る点で 「鬼臼」 に 類似 して

い る 。 な お ， 李時珍は 「（玉簪 は） い た る 所 の 人家 で 花
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草と して 栽培 して い る」 と記 して い る 。 著者ら の現地調

査の 結果 に よ る と，現在で は本種は よ く観賞用植物と し

て 栽培さ れ て い る に もかか わ らず，野 生す る もの は

Dysosma 属植物 とほ ぼ同様 で珍 しい ほ ど少な い
。

こ れ

は 本草書 に 真 の 「鬼臼」 は 極 め て 得難 い と あ る
’
の に 符合

す る 。 以上 を総合 して 考え る と，H ．　plαntaginea の 地

下部 に 由来す る正倉院薬物 の 「鬼 臼」 は，かつ て 唐以前

に 用 い ら れ て い た鬼臼の 1種と考え ら れ る 。

結　　語

　中国に お け る近年の 調査 で は，民間薬と して 用い られ

て い る 「鬼臼」 の 約 60％ は メ ギ科 の Dysosrnα 属植物

の 地下部，約 30％ は 同 じ科の Sinopodophovllum　emodi

の 地下部 で あ る と報告 さ れ て い る。現在 ヱ）ysosma 属植

物の地下部は一般に 「八角蓮」 と称さ れ ， 咳嗽 ， 咽喉腫

痛，瘰癧等に 応用 さ れ て い る が，我々 の 本草学的考察の

結 果 で は こ の もの が 古 来次品 と さ れ た，苦味 を 有 す る

「鬼臼」 で あ る と考え られた 。

一
方，正倉院薬物 の 「鬼

臼」 は 今回 の 比較組織 学的研究 の 結果 か ら，ユ リ科 の

Hostα　plantagine α の 地下部で あ る と同定され た 。
こ の

もの は甘味を有す る良品の 「鬼臼」 で あ る可能性が 考え

られ た 。 こ の よ うに ，正倉院薬物 「鬼臼」 の 研究 は ，中

国唐代 の 本草収載品を明 らか に す る上 で ， 重要な科学的

根拠を提 出 した。 ま た，「鬼臼」 に は 原植物 を全 く異 に

する，少な くと も 2種類が 存在 した こ とが 明 らか に な り，

こ れ らの 内，現在市場性が ある もの は メ ギ科に 由来する

もの だ けで あ っ た 。 した が っ て ，本草書 の 「鬼臼」 の 項

に記載 されて い る薬効が ， 現在使用 さ れ て い る 「鬼臼」

の 薬効 で あ る かど う か は疑問を も っ て 対処す る必要が あ

る 。
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